
オンライン学習会

事業継続のための

協力の輪の広げ方

Zoomウェビナーでご覧の方は、
Q&A機能にてご質問いただけます。

第２部 助成プログラム・事例の紹介

◆「WAM助成」助成プログラムの紹介
渡真利 紘一 （福祉医療機構（WAM）NPOリソースセンター）

◆ 事例紹介

「社会の狭間で孤立する子ども・若者を支えるセーフティネット事業」

山下 祈恵 氏（NPO法人 トナリビト 代表理事)

◆ 事例のポイント解説・登壇者との対話

松原 明 氏



WAM主催オンライン学習会

第２部 共生社会づくりに向けた連携の具体例

2022.12 独立行政法人福祉医療機構（WAM）
NPOリソースセンター NPO支援課

WAM助成の目的
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政策動向や国民ニーズを踏まえ、民間の

創意工夫ある活動や地域に密着したきめ

細かな活動等に対し助成を行い、高齢

者・障害者等が自立した生活を送り、ま

た、子どもたちが健やかに安心して成長

できる地域共生社会の実現に向けて必要

な支援を行うことを目的とする助成制度

です。

（社会福祉振興助成事業）

■募集時期：例年12月下旬～翌年1月末

■データ：年間予算 約6億円

（国庫補助金及び寄付金）

令和4年度 応募件数：497件

採択件数：126件

「WAM助成」助成プログラムの紹介
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プログラム名

助成規模

1件あたり
助成額

助成対象

WAMが運営する助成プログラムの全体像

子供の未来
応援基金

未来応援ネットワー
ク事業

毎年およそ130件採択
年間助成総額約2億円

事業A 300万以下
事業B 30万or100万

【草の根の活動】

NPO法人、一般法人、
公益法人、その他ボ
ランティア団体や町
内会など、非営利か
つ公益に資する活動
を行う任意団体

①地域連携活動
支援事業

50万～700万

【１都道府県内で
連携して活動】

（通常助成）
【単年度】

（モデル事業）
【複数年】

W A M 助 成

②全国的・広域的ネッ
トワーク活動支援事業

50万～900万
条件を満たせば～2,000万

【2つ以上の都道府
県で連携して活動】

左記①・②と同様
の区分

毎年およそ3件採
択

3年間：3,000万
2年間：2,000万

【政策化・制度化
を目指して活動】

NPO法人、社会福祉法人、医療法人、公益法人、一般法人、
その他社会福祉の振興に寄与する事業を行う法人・任意団体

※理事2人以上、意思決定組織の定め、監事設置等の要件あり

（詳細は、募集要領を必ずご確認ください。

毎年およそ130件採択
年間助成総額6億円（モデル事業分含む）

今日の学習会では、WAM助成のプログラムについて紹介します。

※募集時期：例年8～9月 ※募集時期：例年12月下旬～翌年1月末



WAM助成の対象

WAM助成は、社会福祉の振興を目指す助成制度。

福祉制度の狭間に対応する事業が対象です。
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助成対象事業

他の団体と相互に連携し、協力関係を築いて実施すること

が助成の要件となっています。
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＜令和4年度事業募集要領より＞



審査の視点とWAMが目指している助成

地域の多様な主体の連携のハブとなるNPOなどに助成

することで、地域での総合的な取組みを支援し、併せ

て、一過性の助成金交付や課題解決に留まるだけでな

く、助成後も地域の活性化・新たな創生につながる協

働関係、ネットワーク作りの継続が維持されるような

助成を目指しています。〈WAMホームページより〉

WAM助成が目指している助成

ＷＡＭ助成の目指すもの（意義や取組みについて） | WAM
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（１）事業実施体制
①活動実績・財務状況
②実施者適性、連携・協働

（２）事業の目的、内容等の妥当性
①事業の目的及び内容
②計画の妥当性及び助成の効果

（３）費用対効果
①経費の妥当性
②経費の合理性

（４）自立的継続性・将来発展性
①自立的継続性・将来発展性
②助成の意義

WAM助成の審査の視点

https://www.wam.go.jp/hp/guide-jyosei-vision-tabid-2135/


助成テーマ
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【安心につながる社会保障】
（1） 安心して暮らせるための地域共生社会の実現に向けた包括的な支援に資する事業
（2） 求められる介護サービスを提供するための多様な人材の確保、生産性の向上に資する事業
（3） ヤングケアラーを含む介護する家族の不安や悩みに応える相談機能の強化・支援体制の充実に資する事業
（4） 介護に取り組む家族が介護休業・介護休暇を取得しやすい職場環境の整備に資する事業
（5） 介護と仕事を両立させるための働き方改革の推進に資する事業
（6） 元気で豊かな老後を送れる健康寿命の延伸に向けた取り組み強化及び高齢者への多様な就労の機会の確保

に資する事業
（7） 障害者、難病患者、がん患者等の活躍を支援する事業

【夢をつむぐ子育て支援】
（8） 結婚、子育ての希望実現の基盤となる若者の雇用安定・待遇改善に資する事業
（9） 妊娠・出産・育児に関する各段階の負担・悩み・不安を切れ目なく解消するための支援事業
（10）子育てを家族で支える三世代同居・近居しやすい環境づくりに資する事業
（11）出産後・子育て中も就業が可能な多様な保育サービスの充実・多様な人材の確保・生産性の向上に資する

事業
（12）出産・子育ての現場である地域の実情に即した働き方改革の推進に資する事業
（13）希望する教育を受けることを阻む経済事情など様々な制約の克服に資する事業
（14）子育てが困難な状況にある家族・子供等への配慮・対策等の強化に資する事業

【被災者支援・災害時の支援体制づくり】（※令和4年度からテーマ化）
（15）災害における被災者支援、災害時における支援を担う人材の育成に係る研修や訓練に関する事業



助成事業の事例
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WAM助成に関してお伝えしたいこと

１．事業立ち上げ期・ステップアップ期に活用可能

⇒事業の段階に応じた申請が可能です。

２．正職員賃金を含む事業に必要な幅広い経費が対象

⇒謝金、旅費、賃金、家賃、備品購入費、消耗品費（食材費）など。
事業目的の到達に必要な事業内容・資金計画の見直しも調整可能。

３．「直接支援」以外の活動も組み合わせて実施可能

⇒居場所事業などの直接支援の他に、スタッフの専門

性向上、連携・ネットワーク連絡会、調査・評価、

寄付やボランティア募集等の事業継続・自立化に向

けた取組みを組み合わせた実施が可能です。

４．募集期間は、例年12月下旬～翌年1月末

⇒お気軽にお問い合わせください。✆03-3438-4756（助成相談窓口）

調査・評価や事業継続・
自立化に向けた取組
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WAM助成への期待（WAM助成パンフレットより一部抜粋）

地域共生社会は「参加の力」で

なぜ、住民の参加が大切なのか？

それは課題解決の “資源”創出といった

レベルを超えて、住民の主体的参加こそ

が、人々が地域課題の当事者としての意

識を高め、創造的活動を生み出すカギと

なるからだ。

「参加の力」を信じた努力こそ、住民

が主体的に創造する地域共生社会づくり

につながる。

メッセージ全文は、
以下、QRからご覧ください。


